
成績評価における GPA等の客観的な指標の設定について 

 

1．定期試験の成績評価について、以下の表の得点を基準として判定する。更に得点に応じて GP 

 （Grade Point）を設ける。 

 

2．各授業科目の試験の成績は、S、A、B、C、N、D の評価で表し、S、A、B、C、N を合格とし、 

  D を不合格とする。（学則 第 22条） 

 

成績評価 成績評価基準 GP 合 否 

S 100～90点 学修目標を十分に達成し極めて優秀である 4 

合 格 

A 89～80点 学修目標を十分に達成し優秀である 3 

B 79～70点 学修目標を十分に達成している 2 

C 69～60点 学修目標を達成している 1 

N 認定  計算外 

D 60点未満 学修目標を達成していない 0 不合格 

 Nは単位認定のため、GPは計算外とする 

 

3．GP の平均、GPA（Grade Point Average）を履修指導および総合評価として用いる。 

   GPAの計算は下記の通り行う。 

 

(1) 学期 GPA＝ 
（S の単位数×4）+（A の単位数×3）+（B の単位数×2）+（C の単位数×1） 

当該学期に履修登録した単位数の合計（不合格科目を含む） 

 

(2) 累積 GPA＝ 
在学全期間の｛（S の単位数×4）+（A の単位数×3）+（Bの単位数×2）+（C の単位数×1）｝ 

在学全期間に履修登録した単位数の合計（不合格科目を含む） 

 


